
10
月
12
日

（火）
、
当
所
の
前
田
会

頭
、
新
潟
商
工
会
議
所
の
福
田
会

頭
、
亀
田
商
工
会
議
所
の
五
十
嵐

会
頭
が
新
潟
市
役
所
を
訪
ね
、
中

原
八
一
市
長
な
ら
び
に
古
泉
幸
一

議
長
へ
「
令
和
４
年
度
新
潟
市
の

政
策
に
対
す
る
要
望
書
」
を
提
出

し
ま
し
た
。

　

要
望
内
容
は
３
商
工
会
議
所
の

共
通
要
望
と
し
て
「
地
域
中
小
企

業
、
小
規
模
事
業
者
の
活
性
化
、

生
産
性
向
上
に
向
け
た
支
援
策
の

充
実
・
強
化
」「
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
及
び
交
流
人
口
の
増
加
に
向
け

た
対
応
強
化
」
「
政
令
指
定
都
市
、

新
潟
の
拠
点
性
向
上
に
向
け
た
積

極
的
な
対
応
」
等
に
つ
い
て
29
項

目
に
亘
り
要
望
し
た
他
、
当
所
の

個
別
要
望
に
つ
い
て
は
、「
ま
ち
な

か
再
生
」
「
定
住
人
口
促
進
」
「
交

流
人
口
拡
大
」
の
３
項
目
に
つ
い

て
次
の
通
り
要
望
し
ま
し
た
。

（1) 
 

官
民
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ

 
 

く
り
の
推
進

（2) 
 

民
間
が
行
う
中
心
市
街
地
開

 
 

発
事
業
の
積
極
的
な
関
与

（3) 
 

に
い
つ
ま
ち
づ
く
り
会
議
へ

 
 

の
支
援

（4) 
 

ま
ち
な
か
の
駐
車
場
整
備
に

 
 

向
け
た
市
の
積
極
的
な
関
与

（1) 
 

工
業
団
地
造
成
と
企
業
誘
致

 
 

の
推
進

（2) 
 

空
き
家
対
策
の
推
進

（3) 
 

新
津
西
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

 
 

の
機
能
拡
大

（4) 
 

国
道
４
６
０
号
の
バ
イ
パ
ス

 
 

整
備
と
国
道
４
０
３
号
の
４
車

 
 

線
化

（5) 
 

秋
葉
区
み
ら
い
会
議
へ
の
支

 
 

援
（1) 

 

鉄
道
の
ま
ち
復
活
に
向
け
た

 
 

取
組

（2) 
 

秋
葉
「
鉄
道
物
語
」
事
業
の

 
 

継
続

（3) 
 

地
域
観
光
協
会
へ
の
支
援
拡

 
 

大
（4) 

 
地
元
飲
食
事
業
者
へ
の
支
援

 
 

拡
大

（5) 
 

地
域
の
文
化
資
源
を
活
用
し

 
 

た
空
き
店
舗
の
利
用
促
進

　

こ
れ
に
対
し
て
、
中
原
市
長
は

「
新
津
商
工
会
議
所
の
要
望
に
つ

い
て
は
、
市
と
し
て
も
協
力
で
き

る
も
の
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。
」

な
ど
と
応
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
18
日

（月）
、
当
所
の

前
田
会
頭
ら
県
内
16
商
工
会
議
所

の
会
頭
が
県
庁
を
訪
ね
、
花
角
英

世
知
事
に
「
令
和
４
年
度
県
の
産

業
施
策
に
対
す
る
要
望
書
」
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　

要
望
書
は
、
県
内
16
商
工
会
議

所
で
組
織
さ
れ
る
（
一
社
）
新
潟

県
商
工
会
議
所
連
合
会
名
で
行
わ

れ
、
全
体
の
要
望
と
し
て
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
踏
ま

え
た
対
策
」「
中
小
企
業
に
対
す

る
支
援
の
強
化
」「
商
工
会
議
所

の
維
持
強
化
に
対
す
る
支
援
」

「
観
光
振
興
等
の
県
魅
力
向
上
」

な
ど
、
９
項
目
に
亘
り
要
望
し

ま
し
た
。

　

当
所
関
連
で
は
累
計
乗
客
数

が
１
０
０
万
人
に
迫
る
Ｓ
Ｌ
ば

ん
え
つ
物
語
号
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
推
進
や
首
都
圏
、
近
隣

県
、
関
西
圏
な
ど
を
対
象
と
す

る
広
域
的
Ｐ
Ｒ
の
継
続
な
ど
を

求
め
ま
し
た
。

　

花
角
知
事
は
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
対
策
に
万
全
を
期

す
と
と
も
に
、
脱
炭
素
や
デ
ジ

タ
ル
化
な
ど
の
取
り
組
み
を
積

極
的
に
進
め
、
新
潟
県
の
発
展

に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た

い
。
」
な
ど
と
応
じ
ま
し
た
。

　

県
及
び
市
へ
の
要
望
書
提
出

は
、
新
年
度
の
予
算
編
成
を
前

に
、
例
年
こ
の
時
期
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
要
望
書
は
当
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

９
月
１
日
か
ら
９
月
末
日

ま
で
受
け
付
け
し
た
当
所
70

周
年
事
業
「
会
員
向
け
経
営

サ
ポ
ー
ト
支
援
事
業
補
助
金
」

は
、
67
事
業
所
よ
り
申
請
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

 
 

10
月
21
日
に
は
当
所
部
会

長
等
に
よ
る
審
査
会
が
開
か

　

今
回
で
第
九
回
目
と
な
る

阿
賀
野
川
あ
き
は
な
び
ま
つ

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
症
対
策
の
た
め
、
昨

年
に
引
き
続
き
観
覧
場
所
は

閉
鎖
し
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

配
信
で
の
開
催
と
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
年
初
か
ら
花
火

を
開
催
す
る
か
ど
う
か
本
当

に
悩
み
ま
し
た
。
自
粛
し
た

方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

　

し
か
し
、
多
く
の
イ
ベ
ン

ト
が
中
止
や
延
期
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
の
中
、
せ
め
て

花
火
で
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
。
そ
の
一
心
で
準
備
を
進

め
、
実
行
委
員
会
で
協
議
を

重
ね
、
本
年
度
は
「
想
い
」
を

テ
ー
マ
に
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
や
地
域
で
働
く
方
々
、地

域
を
守
っ
て
く
だ
さ
る
方
々

を
含
め
、
多
く
の
方
々
の
想

い
を
集
め
た
花
火
大
会
を
今

年
も
や
ろ
う
と
決
断
し
ま
し

た
。

 
 

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模

様
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の

方
々
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き

無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ご
協
賛
い
た
だ
い
た
企
業

の
皆
様
、
個
人
の
皆
様
、

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を
ご
覧
に

な
り
コ
メ
ン
ト
を
下
さ
っ
た

方
々
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

で
コ
メ
ン
ト
し
て
下
さ
っ
た

方
々
、
ラ
ジ
オ
を
お
聞
き
の

皆
様
、
応
援
し
て
下
さ
っ
た

全
て
の
皆
様
の
お
か
げ
で
今

年
の
あ
き
は
な
び
ま
つ
り
も

最
高
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

来
年
は
節
目
と
な
る
第
10

回
、
こ
れ
か
ら
も
あ
き
は
な

び
ま
つ
り
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

れ
、
申
請
者
の
皆
様
へ
審
査

結
果
を
お
知
ら
せ
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

事
業
は
多
業
種
に
亘
り
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え

た
売
上
確
保
や
事
業
継
続
に

向
け
て
「
店
舗
や
商
品
の
魅

力
ア
ッ
プ
」「
生
産
性
向
上
の

取
り
組
み
」「
Ｄ
Ｘ
へ
の
取
り

組
み
」「
Ｈ
Ｐ
の
発
信
や
自
社

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
等
に

よ
る
Ｐ
Ｒ
」な
ど
、
前
向
き
な

事
業
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

区
民
の
皆
様
に
は
地
元
企

業
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

【中小企業支援施策の継続強化、まちづくりの推進、観光振興等について重点要望】

当
所
70
周
年
事
業

あ
き
は
な
び
秋
の
夜
空
に
咲
く

あ
き
は
な
び
秋
の
夜
空
に
咲
く

あ
き
は
な
び
秋
の
夜
空
に
咲
く
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